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平成 22 年 10 月 26 日 

各  位 

 会社名：株式会社きらやか銀行 

 （コード番号：8520 東証第二部） 

 代表者名：取締役頭取 粟野 学 

 問合せ先：経営企画部長 川越 浩司  

  （ T E L . 0 2 3 - 6 3 1 - 0 0 0 1 ） 

 

 会 社 名 ： 株 式 会 社 仙 台 銀 行 

 代表者名：取締役頭取 三井 精一  

問合せ先：企画部長 芳賀 隆之 

（ T E L . 0 2 2 - 2 2 5 - 8 2 5 8 ） 

 

経営統合の検討開始に関する基本合意について 
 

株式会社きらやか銀行（取締役頭取 粟野 学、以下「きらやか銀行」といいます。）と株式会社仙

台銀行（取締役頭取 三井 精一、以下「仙台銀行」といいます。）は、本日開催されたそれぞれの取

締役会において、平成 23 年 10 月を目処に共同して持株会社を設立する方式により経営統合を行うこ

とについて両行間で検討を開始することを決議のうえ、経営統合の検討開始に関する基本合意書（以

下「本合意書」といいます。）を締結いたしましたので、お知らせいたします。 

 

 

1. 経営統合の目的と趣旨 
きらやか銀行と仙台銀行は、両行の地域ブランドを維持した持株会社方式による新たな金融グル

ープを創設し、スケールメリットの享受による経営機能の効率化の実現や、両行の営業ネットワー

ク及び行員の有するノウハウの融合と相乗効果により、県境を超えて進化する地域経済活動への貢

献と顧客サービスの向上を目指すものといたします。 
 

2. 経営統合の形態 
きらやか銀行と仙台銀行は、平成 23 年 10 月を目処に、両行の株主の承認ならびに本件経営統合

を行うにあたり必要な関係当局の認可を得ることを前提として、共同株式移転により持株会社を設

立することに向け、検討・協議を進めてまいります。 

 

3. 株式移転比率 
共同株式移転にかかる株式移転比率は、今後両行間で実施する予定のデューディリジェンスの結

果等を踏まえて、両行間で誠実に協議の上、最終合意書締結までに決定し、お知らせいたします。 

 

4. 持株会社の概要 
持株会社の本社については、宮城県仙台市に置く予定です。その他、持株会社の名称等の事項に
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つきましては、今後、両行において協議の上、決定してまいります。 

 

5. 経営統合委員会の設置 
きらやか銀行と仙台銀行は、本合意書締結後速やかに、それぞれの頭取を共同委員長とする「経

営統合委員会」を設置し、経営統合の実現に向けた準備を進めてまいります。 

 

6. 今後のスケジュール（予定） 
平成 22 年 10 月 26 日（本日） 経営統合の検討開始に関する基本合意書締結 

平成 23 年 4 月（予定） 経営統合に関する最終合意書（株式移転計画を含む。）締結 

平成 23 年 6 月（予定） 両行定時株主総会（株式移転計画の承認の決議） 

平成 23 年 10 月（予定） 持株会社設立 

 

7. 両行の概要 
（1）会社概要（平成 22 年 3 月末時点） 

商   号 株式会社 きらやか銀行 株式会社 仙台銀行 

設立年月日 平成 19 年 5 月 7 日 昭和 26 年 5 月 25 日 

本店所在地 
山形県山形市旅篭町 

三丁目 2 番 3 号 

仙台市青葉区一番町 

二丁目 1 番 1 号 

代 表 者 取締役頭取 粟野 学 取締役頭取 三井 精一 

資 本 金 17,700 百万円 7,485 百万円 

発行済株式数 
普通株式    129,714,282 株 

第Ⅲ種優先株式 100,000,000 株 
普通株式    7,591,100 株 

総資産（連結） 1,176,498 百万円 796,058 百万円 

純資産（連結） 51,686 百万円 21,003 百万円 

預金残高（単体） 

（譲渡性預金含む） 
1,091,115 百万円 757,820 百万円 

貸出金残高（単体） 877,241 百万円 512,957 百万円 

従業員数（連結） 1,012 人 808 人 

大株主及び持株比率 

（普通株式） 

きらやか銀行 

行員持株会 
3.28% 

㈱みずほ 

コーポレート銀行 
2.77% 

日本ﾄﾗｽﾃｨ･ｻｰﾋﾞｽ 

信託銀行㈱ 
2.36% 

 

㈱みずほ 

コーポレート銀行 
4.92% 

日本ﾄﾗｽﾃｨ･ｻｰﾋﾞｽ 

信託銀行㈱ 
4.67% 

㈱七十七銀行 2.60% 
 

店舗数（出張所含む） 81 ヵ店 71 ヵ店 
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（2）最近 3 年間の業績概要                                                  （単位：百万円） 

 株式会社 きらやか銀行 株式会社 仙台銀行 

決算期 20/3 期 21/3 期 22/3 期 20/3 期 21/3 期 22/3 期 

経常収益（連結） 30,689 30,115 27,334 20,253 18,449 16,831

業務純益（単体） 4,185 5,661 5,366 △643 380 2,786

コア業務純益（単体） 4,102 5,325 5,396 2,326 2,335 2,391

経常利益（連結） △1,956 △4,155 1,997 △1,146 537 1,777

当期純利益（連結） △3,514 △4,726 2,298 △2,024 130 1,085

自己資本比率 

（連結；国内基準） 
6.89% 8.73% 10.37% 8.57% 8.96% 8.56%

 

 【本件に関するお問い合わせ先】 

 株式会社きらやか銀行 経営企画部  杉山     TEL : 023-628-3989 

 株式会社仙台銀行 企画部企画課 尾形     TEL : 022-225-8258 



経営統合の検討開始に関する
 基本合意について

 

経営統合の検討開始に関する
 基本合意について

平成22年10月26日

－
 

新たな金融グループの創設を目指して
 

－
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山形・宮城を基盤とする新たな金融グループの創設に
 向けた検討を開始

きらやか銀行と仙台銀行は、平成23年10月を目処に共同して持株会社を設立し、

経営統合することについて、両行間で検討開始することを合意。

両行は、それぞれの地域ブランドを維持した持株会社方式による新たな地域金融
グループを創設し、県境を超えて進化する地域経済活動への貢献と顧客サービスの
向上を目指す。持株会社の本社は、仙台市に置くことを予定。

今後、両行は、それぞれの頭取を共同委員長とする経営統合委員会を共同で設置し、
経営統合の実現に向けた準備を進める方針。

持株会社
本社：仙台市

本店：仙台市本店：山形市
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１. 検討開始の基本合意に至った背景

山形県と宮城県は、県庁所在都市が隣接する全国でも稀な地理的条件。高速交通網の
整備により、産業経済・生活文化など、県境を越えた交流が活発化。

きらやか銀行と仙台銀行も、同じ第二地方銀行として、長年にわたり、情報交換、合同商
談会及びATM出金手数料無料化などにより、交流と連携を継続。

両行が、新たな金融グループ創設を検討することは、地域経済活動への貢献や金融
サービスの充実につながり、株主、取引先の皆様にも大きなメリットがあるものと判断。

山形県 宮城県

山形市○ 仙台市○

県境を超えて進化する地域経済

高速交通網の整備

 
（高速バス、高速道路）

県庁所在都市が隣接

行政の連携構築が進展 産業経済・生活文化交流
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２．両行の営業エリアの概要

営業エリアである山形県と宮城県は、今後、圏域としての一体性がさらに進展する見通し。

出典：平成19年3月

 

『宮城・山形の連携に関する基本構想』【みらい創造！MYハーモニープラン】（山形県・宮城県）より抜粋

山形県 宮城県 合 計
東北６県に占める

割 合

総 面 積 9,323 km² 7,286 km² 16,609 km² 24.8％

人 口 121万人 236万人 358万人 37.1％

世 帯 数 386千世帯 865千世帯 1,251千世帯 37.4％

県内総生産 4兆23億円 8兆4,267億円 12兆4,290億円 38.3％

農業産出額 2,140億円 2,101億円 4,241億円 29.9％

漁業生産額・海面 29億円 817億円 846億円 40.9％

製造品出荷額等 2兆9,401億円 3兆5,135億円 6兆4,537億円 37.9％

年間商品販売額 2兆8,331億円 10兆2,365億円 13兆697億円 47.7％

仙台～山形高速バス輸送 年間利用者数 平成11年：67万人→平成17年：130万人
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両行の営業ネットワークの

融合と相乗効果

両行の営業ネットワークの

融合と相乗効果

３．新・金融グループの創設で目指すもの

スケールメリット享受による

経営機能の効率化の実現

スケールメリット享受による

経営機能の効率化の実現

両行行員の有するノウハウの

融合と相乗効果

両行行員の有するノウハウの

融合と相乗効果

きらやか銀行と仙台銀行は、それぞれの地域ブランドを維持した持株会社方式による
新たな地域金融グループを創設し、スケールメリット享受による経営機能の効率化の
実現や、両行の営業ネットワーク及び行員の有するノウハウの融合と相乗効果により、
県境を超えて進化する地域経済活動への貢献と顧客サービスの向上を目指す。

県境を超えて進化する
地域経済活動への貢献

顧客サービスの向上

地域ブランドを維持した持株会社方式による

金融グループの創設検討
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４．きらやか銀行と仙台銀行の業容

きらやか銀行 仙台銀行 合 計

預金残高

 

（単体）

（譲渡性預金を含む）
1兆911億円 7,578億円 1兆8,489億円

貸出金残高

 

（単体） 8,772億円 5,129億円 1兆3,901億円

総資産残高

 

（連結） １兆1,764億円 7,960億円 1兆9,725億円

資本金 177億円 74億円 251億円

店舗数（出張所含む） 81カ店 71カ店 152カ店

従業員数

 

（連結） 1,012人 808人 1,820人

※平成22年3月末現在。合計は両行の主要計数の単純合算値。
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きらやか銀行と仙台銀行は、それぞれの頭取を共同委員長とする「経営統合委員会」
を共同で設置し、経営統合の実現に向けた準備を行う。

両行は、平成23年10月を目処に持株会社を設立し、新しい金融グループの創設を

目指す。

５．今後のスケジュール

＜スケジュール＞
平成22年10月26日（本日）

 

経営統合の検討開始に関する基本合意書締結

平成23年

 

4月（予定）

 

経営統合に関する最終合意書（株式移転計画含む）締結

平成23年

 

6月（予定）

 

両行定時株主総会（株式移転計画の承認決議）

平成23年10月（予定）

 

持株会社設立、新金融グループ発足
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本件に関する問合せ先

経営企画部

担当

 
川越、杉山

電話

 
０２３－６２８－３９８９

企 画 部

担当

 
芳賀、尾形

電話

 
０２２－２２５－８２５８
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